
　平成28年度から４学期制
になり、また、授業時間が
60分単位となりました。こ
れは、今まで90分授業を15
回して２単位であったもの
が、60分授業を30回して２
単位になります。授業時間
数は増加しますが、内容は

基本的に増えません。その増加した時間は演習を
増やして理解度を増すようにするとか、今までよ
りもゆっくりと進むことができるようになりま
す。今まで一方的であった授業を、学生自らも手
足や頭を使うことになるので、教育効果が増し、
実効的な学びを実践することができると期待され
ています。
　以下、工学部における最近の活動状況および平
成28年度の目標等をご紹介します。
　社会貢献に関しては、例年通り、学生フォー
ミュラやロボコン活動、出前講義、各先生方の審
議会や学会での委員会活動、創造工学センター部
門による小中学生向けの各種行事など、いろいろ
とありますが、これらは岡山大学工学部を広く社
会に認知してもらい、その存在感を示すという意
味で、まさに広報活動につながっています。幅広
い広報活動が受験生の確保にも結びつきます。平
成28年８月下旬に高島屋の８階フロアにて、日本
化学会中四国支部と合同で、昨年同様、小学生向
けのイベントを行います。
　今年の夏から、国際交流には力を入れます。同
済大学の機械系と化学系、 台湾国立大学や長庚
大學、浙江工業大学と、学生および教員の交流が

始まります。さらに現在、ミシガン大学、ウエイ
ン州立大学、ピッツバーグ大学など米国のいくつ
かの大学とも、これから受入あるいは派遣の話を
進めていきます。そのほかにも個々の先生のレベ
ルではすでにいくつも実績があります。
　一方、大学の予算は年々厳しさを増しており、
平成28年度からは、施設の有効利用を図るため、
スペースチャージが導入されます。光熱水料には
環境賦課金が導入され、実質的に料金が増加する
予定です。また、学生の留学や奨学金確保のた
め、寄付金には今まで10％のオーバーヘッドが
20％に増加します。運営費交付金、すなわち、大
学から与えられる予算は激減しますので、教員と
して研究室を維持していくためには、今まで以上
に外部資金の確保が必要不可欠な状況です。
　工学部を卒業した学生は年々増えています。工
学部同窓会と工学部がお互いの距離をもっと短く
するようにしたいものです。すなわち、工学部同
窓会が、岡山大学工学部の教育、研究、社会貢献
にも、もっと深く、積極的に関与することができ
るような仕組みを一緒に構築していきたいと考え
ております。その取り組みの一つとして、経済学
部との合同授業である「実践コミュニケーション
論」において、平成27年度から工学部同窓会から
２名の方に非常勤講師として参画していただいて
います。また、平成28年度は「ものづくり経営
論」にも、非常勤講師として１名、加わっていた
だいています。同窓会と工学部の結びつきが、い
ろいろな場面で、ますます強くなることを願って
おります。

岡山大学および工学部の現状（2016） 工学部長　冨田　栄二
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工学部同窓会からのご挨拶
工学部同窓会代表幹事　酒井　貴志（1970年卒）

　岡山大学が昭和 24 年
（1949 年）５月 31 日に、医、
人文（後の法文）、教育、
理、農学部の５学部で新制
大学として創立され、それ
に 11 年遅れて、昭和 35 年
（1960 年）４月１日に工学

部が機械工学科と工業化学科の２学科（定員各
40 名）で設立されました。戦後の財政的に困難
な時期にあり、当時の文部省には旧制大学や専門
学校等の母体の無いところには学部の新設は認め
ないとの基本方針があったため、その新設には岡
山県の産官学挙げての大変な苦労があったことが
「岡山大学工学部 20 年史」（昭和 55 年発刊）に記
されています。水島地区を初めとする県内企業や
自治体からの大きな財政的な支援があったことが
推進力となり、新制大学で初めて母体の無いとこ
ろに設立された工学部となりました。第一期生の
入学試験倍率は 15 倍を超え、外国人の応募も９
名あったと記されています。
　以来、56 年が経過し、第一期生は古希から喜
寿への途上にあり、続く卒業生は 20,000 人を超
えています。工学部同窓会は、多種多様な場所で
の仕事や人生を経験した（している）ＯＢと、今
春、希望をもって入学した新入生を含めた幅広い
年代からなる組織となっています。同窓会規約か
らその活動目的は、相互の親睦と工学部の発展に
寄与するとされていますが、現役を卒業した多く
のＯＢを擁する組織として、さらに守備範囲が広
がっているのではないかと思っています。
　さて、工学部同窓会は、教員、学生、卒業生が
正会員です。その活動としては、まず、①会員の
名簿整備を５年毎に行っており、②年１回の会報
の発行による学内外の情報交換、③ 10 月の大学
のスーパーグローバルホームカミングデイでの同

窓会総会、報告会、懇親会、④学部行事の支援等
が主な取り組みとなっています。さらに、⑤各学
科同窓会で、学生の就職支援、卒業生による企業
紹介などの活動が行われています。そして、これ
らの活動を進めるために、⑥会費をお願いするこ
と―主として入学時の会費と会員からの寄付金―
が大きな活動のポイントでもあります。これらは、
工学部の現職の若手教員からなる学内幹事とそれ
以外の学外幹事によって進められていますが、多
忙な仕事の中での大変なご苦労に深く感謝してい
ます。
　会費は、岡山大学 Alumni（全学同窓会）会
費 10,000 円と工学部同窓会会費 10,000 円の合計
20,000 円を入学時にお願いしています。卒業生の
増加に伴い必要経費は増える一方で、財政的には
厳しい状況にありますが、卒業生、教職員の皆様
からは多額のご寄付をお寄せいただいており（会
計決算欄参照）、ご支援に厚くお礼申し上げます。
　工学部同窓会の支部活動も活発になって来てい
ます。現在、関東支部、関西支部、岡山支部があ
りますが、各支部の活動については、支部活動報
告欄をご覧ください。支部活動が活発に行われ、
さらに、新しい支部が生まれることを支援してい
きたいと思っています。
　今年は、同窓会名簿を改定する年となっていま
すが、今後は諸般の事情で製本された紙ベースで
の名簿は作らないこととしました。但し、電子情
報の更新は行っていく必要があります。名簿の管
理を依頼している㈱小野高速印刷に不明者の連絡
先調査を依頼していますので、連絡等がありまし
たらぜひともご協力をお願い致します。また、今
後、必要な名簿の検索や出力に関しては同窓会に
ご連絡ください。
　最後になりましたが、皆様のご健勝とご活躍を
心からお祈りしています。
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退職にあたって
電気通信系学科　秦　正治

　中学生になった頃から「将
来は無線通信に携わりたい」
という思いがあった私は、
1975 年４月に日本電信電話
公社横須賀電気通信研究所
に入所し、移動通信研究室に
配属されましたが、「将来ど

うなるか分からないが移動通信の研究はさせてお
こう」という位置付けの研究所内でもマイナーな
研究室でした。しかし、研究室の雰囲気はその状
況からナニクソの精神が旺盛で、限られた予算な
がら技術検討や方式設計が自由にできたので、試
験装置を試作してフィールド実験でその特性検証
し、特許と論文を書きまくるという充実した日々
を過ごすことができました。
　その間に電電公社は民営化されて NTT にな
り、さらに 1992 年７月に NTT移動通信網株式
会社（現 NTT ドコモ）が設立されましたが、
NTT本体の縛りがなくなることから、ドコモの
研究開発部に喜んで転籍しました。また、国内外
の移動通信方式の標準化にも従事し、日本代表団
員として精力的に各国代表とわたりあい、第三世
代（IMT2000）方式の国際標準化を推し進めま
した。この頃になると、セルラ方式が通信インフ
ラになる状況が見えてきたことと、それまでの実
用化と波乱万丈の経験から、「大学の先生になっ
て、実社会で即戦力になる技術者を育てたい」と
いう気持ちが沸き起こり、2001 年３月末にドコ
モを退職し、同年４月に岡山大学大学院自然科学
研究科に着任しました。
　今から 15 年前の大学は、当時は仕方がなかっ
たと思いますが、「企業では考えられない唯我独
尊の状況」が率直な感想でした。しかし、国立大
学が法人化される頃からの岡大の取組みは他大学
に比べて迅速で、教職員の個人評価などが始まっ
てやっと組織として機能するようになったと思い
ます。さらに社会や国際的な繋がりを追求するよ
うになり、ようやく国立大学としての存在意識が
定着してきたと感じます。電電公社が民営化され

る頃に通ってきた道を歩んできたと言った感じで
す。
　さて、岡大に着任してからですが、中四国には
移動通信の講義を行っている大学が全くないこと
に気が付きました。市内の大きな書店に行っても
通信関連の書籍が全く置いてないという嘆かわし
い状況でした。逆にこれはこの分野の人材を岡大
から社会に送り出せることも意味します。
　このため、移動通信の講義では基本事項だけで
なく実用化で考慮すべき点などを教え、卒論・修
論では検討プロセスを重視するよう求めました。
修士は学会で一人２件以上必ず発表することをノ
ルマにし、発表練習では就活面接の訓練を兼ねて
質問攻めにしました。ただし、研究室の懇親会は
２か月に１回ほど居酒屋で行いました。おかげで
毎年多くの研究室OB・OGが帰省などの折に研
究室にやって来ており、東京や広島で懇親会も開
いてくれ、先生冥利に尽きると言ったところです。
　研究については、競争的資金を取って来て医学
部の公文先生たちと今日の医工連携の走りとなる
携帯機と岡山情報ハイウェイを活用した遠隔医療
に関するシステム開発検討など、共同研究では新
たな無線アクセス方式や某自動車会社のカーナビ
に地デジエリアを示すソフトの開発など、調査検
討では総務省や岡山県との災害対策用無線の実験
や巡視船を使った船舶基地局試験、さらには技術
基準作成のためのフィールド試験や周波数獲得戦
略案の策定など、科研については他大学と組んで
通信と放送の融合に関する電波伝搬特性の解明や
傾斜地エリアに対する伝搬損失推定式の確立な
ど、現場に密着し実用化に向けた数多くの検討を
行うことができ、とても楽しい研究生活を送らせ
ていただきました。共に苦労した関係者の方々に
改めて感謝いたします。
　以上、退職にあたって私の会社員と教員として
の 41 年間にわたる歩みの概要について紹介しま
した。移動通信の黎明期や大学改革の始まりに立
ち会うことができ、大変面白い時代を過ごすこと
ができたと思っています。終わりに、岡山大学の
これからの発展と皆様のご健勝・ご活躍を祈念い
たします。ありがとうございました。

退職にあたって
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岡山大学に定年まで勤務して
機械システム系学科　皿井　孝明

　本年3月末日で、41年間勤務した岡山大学工学
部を定年退職しました。工学部に任用されたのは
昭和50年4月であり、機械工学科の材料力学研究
室の所属でした。最初に担当した講義は、機械工
学、材料力学に関する実験や演習であり、研究は
Ｘ線応力測定、多結晶金属材料の微視的変形、マ
イクロメカニクスなどについて取り組みました。
周囲の方々に支えられ、実験や解析を研究室の学
生とともに行いましたが、Ｘ線の取り扱いは特に
注意が必要でした。また、解析は計算機センター
を利用しましたが、当時はとても新鮮に思われま
した。Ｘ線応力測定は残留応力の非破壊的な測定
が可能なため、企業との共同研究も多く、大きな
パイプなどの残留応力を数多く測定しました。当
時の機械工学科は現在の機械システム系学科に比
較して学生定員が少なく、研究室も家庭的な雰囲
気があり、学生との研究生活はとても充実したも
のでした。
　教育面では、材料力学関係の講義を担当しまし
たが、非常勤講師として学内では教育学部、学外
では詫間電波工業高等専門学校（現在は香川高等
専門学校）、津山工業高等専門学校、岡山県立大
学で貴重な体験をさせて頂きました。詫間電波高
専の所在地は香川県の西部であり、瀬戸大橋が開
通した年に一年間、電子制御工学科の１期生に講
義したことは記憶に残る思い出の一つです。学科
の新設時は教員体制が不十分なためか依頼が多
く、工学部にシステム工学科が誕生したときにも
１、２期生の講義を担当しました。このような講
義を受けた学生が機械工学科、機械システム系学
科の卒業生に遭遇したときに、私の姓が珍しいた
め、話題になるのを聞くと長年にわたり教育に携
わってきたことを実感します。
　その後、平成に年号が変わった頃から、生体に
関する研究に興味が移るようになりました。日本
機械学会にはバイオエンジニアリング部門があ
り、部門としては大きくありませんが、登録者数
は増加しています。この分野は工学と医学の学際
領域であり、専門の材料力学を生体の力学、バイ
オメカニクスへ応用することは、これまでの知識
を基に研究をさらに展開できる新たな挑戦のよう
に思われました。バイオメカニクスの研究には材
料力学の他に、熱力学や流体力学など機械工学の

専門分野が数多く含まれ、分野を横断した研究も
行われています。生体に関する研究を始めて医学
系の研究者と議論する機会が増え、研究打ち合わ
せを整形外科の医師と工学部や医局などで行いま
した。また、人工関節の開発や設計の支援を通じ
て、産学連携の研究に携われたことも非常に有意
義でした。
　材料力学研究室はその後、材料強度学研究室と
名称が変更されましたが、工学部の創設初期から
ある研究室の一つで、在籍した学生もかなりの数
に上ります。残念なご報告ですが、本研究室はこ
の 3月末日で長い歴史に幕を閉じました。研究室
の歩みを思い出しながら実験装置などの整理を行
いましたが、その際には機械システム系学科をは
じめ、他学科の教職員や事務部、当時研究室に在
籍した学生諸君に大変お世話になりました。この
紙面をお借りして、厚くお礼申し上げます。研究
室が消滅しても、在籍した教職員や卒業生の絆が
途絶えることはないので、工学部同窓会とのつな
がりを今後も大切に継続したいと思います。
　工学部で長年にわたり勤務させて頂き、大過な
く定年退職を迎えることができました。その間に
幾つか心に残る研究や教育ができたのも周囲の皆
様のご支援の賜と深く感謝しています。最後に、
工学部および同窓会のご発展と同窓生の皆様のご
活躍、ご健勝を心からお祈りいたします。
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機械システム系学科
機械工学コースの近況

機械システム系学科・学科長
藤井　正浩

　同窓会会員の皆様におかれましては、益々ご健
勝のこととお喜び申し上げます。機械システム
系学科機械工学コースの近況についてご紹介し
ます。2016年度の本コースの大きな動きとして、
材料物性学と材料強度学の材料系の２研究室が統
合され、新たに構造材料学研究室が設けられまし
た。構造材料学研究室では、材料の構造、物性、
機能等の教育と研究を担当します。研究室の名称
は変わりましたが、材料物性学ならびに材料強度
学の卒業生の皆様は遠慮なく構造材料研究室をお
訪ねください。
　さて、平成26年度の経済産業省の調査によ
れば、企業の技術系人材が従事する事業分野に
おいて事業の今後の展開・成長に必要な専門分
野、および大学で学ぶ必要のある専門分野とし
て「機械」がずばぬけて高い割合を示していま
す（h t t p : / /www .m e t i . g o . j p /m e t i _ l i b /
repor t/2015fy/000558. pd f）。一方、これから
大学を受験する小中学生・高校生とその保護者に
はこのような事実が知られていないため、一人
でも多くの子供たちに機械を志向してもらいた
いと考え、平成27年度には「機械の教室（於：県
内の小学校）」や「サイエンス実感フェア（於：岡
山高島屋）」を通して小中学生や高校生に「機械」
の楽しさを啓蒙する活動を行いました（http : //
www .okayama -u . a c . j p / tp/news/news_

id5278.html）。参加した小中学生には好評であっ
たようです。また、会員の皆様のご協力があって
のことですが、幸いなことに本コースの卒業生の
就職状況は堅調です。本コースでは毎年１月に就
職活動を始める学生達が企業で活躍している機械
系エンジニアの生の声を聞く交流会「機械系エン
ジニアの歩き方」を開催しています。毎年多くの
卒業生の技術者の方々にご参集いただいており厚
く感謝申し上げます。本年度も開催しますので是
非ご協力・ご参加いただきますようお願いいたし
ます（問い合わせ先：086-251-8067,8050 機械工学
コース事務室）。
　最後に2015年８月以降の本コースの人事異動
をご紹介いたします。
【退職】皿井孝明准教授（2016年３月）　【着任】李
允碩助教（2016年４月）、山田寛助教（2016年４月）
【昇任】大橋一仁教授（2016年４月）

学 科 近 況

出典：  平成 26年度 経済産業省 産業技術調査事業「産業界と
教育機関の人材の質的・量的需給ミスマッチ調査」

機械システム系学科　機械工学コースの活動の様子（機械系エンジニアの歩き方）
2016年１月15日，ピュアリティまきび

機械系エンジニアの歩き方 懇親会で先輩から激励の言葉を
受ける在学生

機械系エンジニアの歩き方における先輩技術者と学生の交流
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特殊加工学研究室
第５回同窓会報告

世話役代表　　
林　泰弘

　平成28年３月19日にピュアリティまきびにおい
て特殊加工学研究室第５回同窓会を開催し、恩師
と同窓生の計52名が集いました。恩師の先生方か
らのおことば、同窓生からの近況ばなし、研究室や
工学部の近況紹介とともに、懐かしい友との再会
を通じて楽しいひとときを過ごしました。また、機
械系同窓会より本会への助成を賜り、通信費など
準備段階から有益な活動を実施できました。この
場を借りて御礼申し上げますとともに、今後も継続
した助成活動を期待致します。

集合写真

受付にて

会場内にて

電気通信系学科の
近況報告

電気通信系学科・学科長
金　錫範

　同窓生の皆様、ならびに旧教職員の皆様におか
れましては、ますますのご健勝のこととお慶び申し
上げます。昨年の同窓会会報の近況報告以後の当
学科の状況について報告致します。
　本年度から大学改革の一環として60分授業・４
学期制が実施されることになりました。当学科で
は、新しい授業体制の利点を最大限に生かすため
に若い先生たちを中心に徹底的に準備して来まし
たので、その成果と問題点などが問われる年になり
ます。その上、今後の対応についても最善を尽くし
てまいります。また、現在の２コースを平成29年
度に３コースに再編します。さらに、研究室の配属
においてはコース区分をなくすことで、出来るかぎ
り学生の希望通りに研究室が選べるように準備を
進めており、平成30年の配属から実施する予定で
す。去年の夏（７月24日～ 27日）には、高島屋で
開催されたサイエンス実感フェア（４日間の来場者
は、約3000人）に当学科から二つのテーマ（光糸電
話とディスクランチャー）を出展しました。大盛況
で終わりましたので、当学科の良い宣伝になったと
思っております（写真）。
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写真：2015 年サイエンス実感フェア（高島屋）

　次に、教員の移動について報告します。2016年
３月に秦正治先生が定年退職されまして、当大学
の名誉教授になりました。2015年10月に、栗林稔
准教授（分散システム構成学）と羽田真毅助教（ナ
ノデバイス・材料物性学）が着任、2016年３月と４
月に、植田浩史准教授（超電導応用工学）と上原一
浩教授（モバイル通信学）が新しく着任されました。
引き続き大学の改革が求められている状況で当学
科の教職員たちは新しく着任された教員と共に力
を合わせ、最善を尽くして対応していきます。最後
になりましたが、同窓生の皆様には、様々な面でご
支援とご協力をお願いすると共に、皆様のご健康
を祈念し、益々のご活躍を期待いたします。

平成27年度　岡山大学工学部
電気通信系学科同窓会の報告

電気通信系学科
佐薙　稔

キャリア形成のための意見交換会を開催
　電気通信系学科同窓会の主催で、2015年10月17
日（土）、電気通信系学科卒業生とのキャリア形成
のための意見交換会を、工学部講義室にて開催し
ました。この意見交換会は201年度より毎年開催し
ており、今回が第６回となります。目的は、電気通
信系学科の学生が将来のキャリア形成を考えるた
めの材料提供です。講師として、卒業生の藤谷崇弘、
河野広貴、佐藤友紺、鴨井貴弘、高濱雄一、竹田
陽一の各氏が参加し、後輩たちに業務内容や就職
活動の体験談を紹介するとともに、社会人として
の経験を踏まえたアドバイスをしました。学生から
もたくさん質問が出され活発な意見交換の場となり
ました。

　意見交換会終了後には、ケータリング形式の昼
食会を開催しました。卒業生、学生ともにさらに打
ち解けた雰囲気で、学生達は同じ学科の身近な先
輩達に、会社での業務や社会人としての生活等に
関して具体的な質問を積極的にしていました。

就活生と卒業生の懇親会を共催
　電気通信系学科と学科同窓会の共催で、2016年
２月22日（月）、就活生と卒業生の懇親会を開催し
ました。就職活動を控えた修士１年生と学部３年
生を対象とし、学科卒業生が在籍する企業27社よ
り会社説明をして頂きました。

　会場には大学生協の食堂を使用し、ビュッフェ
形式の食事をしながら学生が各社のテーブルを訪
問する形式を採りました。先輩と後輩という心理的
な近さもあり、学生からは、大手企業から名前を知
らなかった企業まで幅広い企業について詳しい情
報を得られたと、卒業生からは一般の企業説明会
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より熱心に説明を聞いてもらえたと好評でした。こ
の懇親会は昨年度に第１回を開催し、今回が２回目
の開催となります。今回説明のため企業より派遣さ
れた卒業生の中には、昨年のこの会で初めて今の
会社を知り、説明を聞いて興味を持ち就職したと
いう人もいました。電気通信系学科の学生と企業
との良いマッチングの場となっているようです。

佐野・古賀・豊田研究室同窓会
を開催

電気通信系学科　　　　
五百旗頭　健吾

　佐野・古賀・豊田研究室（旧電子、旧電気電子、
旧通信ネットワーク工学科、現電気通信系学科）の
同窓会を、５年ぶりに2015年10月17日に岡山ロイ
ヤルホテルにて開催しました。2010年２月にご退
職された古賀隆治先生、既に転出され現在は京都
大教授の和田修己先生もご参加され、上は1975年
の卒業生から下は昨年度の卒業生まで44名、現学
部生が３名の総勢50名が参加しました。
　久しぶりに顔を合わせた同窓生同士で近況を交
換したほか、手がけている事業の紹介や、初対面
の同窓生と互いに自己紹介し情報交換するなど、
非常に有意義な会となりました。

情報系学科の
近況

情報系学科・学科長
門田　暁人

 

　情報系学科の近況についてご報告申し上げます。
　教育については、60分授業・４学期制の導入に
伴い、平成28年４月よりカリキュラムが一新され
ました。コンピュータ科学基礎１、２、ソフトウェ
ア設計、ソフトウェア工学などの科目が新設され、
既存の科目も内容の見直しと再編成が行われまし
た。特に、コンピュータ科学基礎１、２は、新入生
を対象とした新たな内容となっており、学生は情報
系学科の各研究室を訪問し、研究に関するグルー
プワークを行い、成果発表を行います。大学とは
受け身ではなく自ら学ぶ場であることを体験しても
らうことで、新入生に勉学のモチベーションを高め
てもらうとともに、研究の一端に触れてもらうこと
で、将来の研究室配属を見据えて授業に臨んでも
らうことを期待しています。また、大学院の方では、
本年度より、多数の大学が連携する実践セキュリ
ティ人材育成コース（SecCap）に参加し、他大学
にて開講される情報セキュリティＰＢＬ（Project 
Based Learning）演習の受講が可能となりました。
　学生の就職・進学については、学科への求人数
が年々増加しています。今年度は昨年度と比べて
も３割以上増えており、幅広い分野において情報
系技術者の需要の強さを感じています。今年も多
数のＯＢ・ＯＧの方々に、リクルーターとして学科
を訪問いただきました。一方、進学状況としては、
昨年度は学部学生の約60%が大学院博士前期（修
士）課程に進学しました。
　教員の異動はなく、昨年同様、情報系学科の教
員は、理事１名（兼務）、教授６名、准教授３名、
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講師３名、助教６名、助手１名の20名となってい
ます。
　今年も10月22日（土）に、岡山大学および情報
系学科にてスーパーグローバルホームカミングデイ
のイベントが予定されておりますので，同窓生並び
に旧教職員の皆様にはぜひお立ち寄りいただけた
らと思います。皆さまには、引き続きご支援のほど、
お願い申し上げるとともに、ますますのご活躍を祈
念申し上げます。

化学生命系学科(旧物質応用化学科・
旧生物機能工学科)の近況報告

化学生命系学科・学科長
小野　努

　同窓生並びに旧教職員の皆様におかれまして
は、ますますご健勝のこととお慶び申し上げま
す。学科を代表し、近況についてご報告します。
　前回の同窓会報（第27号）以降の人事異動は以
下のとおりです。平成28年３月に小郷義久技術
専門員が定年退職され、現在はフルタイムでの再
雇用として引き続き本学科にてこれまで同様に勤
務されています。また、平成26年４月に狩野旬
准教授（無機材料学←自然科学研究科（理））、吉
岡朋彦准教授（無機バイオ材料工学←東京工業大
学）が、平成28年４月には渡邉貴一助教（界面プ
ロセス工学←東京大学生産研）が着任されまし
た。一方、同年４月には押谷潤准教授（粒子・流
体プロセス工学→岡山理科大学教授）、吉田幹生
助教（粒子・流体プロセス工学→同志社大学准教
授）が転出されました。それから、小西敏功助教
（無機バイオ材料工学）が平成28年４月から24 ヶ
月間の予定でシンガポール国立大学へ留学されて
います。
　物質応用化学科と生物機能工学科が統合して生
まれた現在の化学生命系学科には、毎年150名近
くの新入生を迎え、2年次後期からは「材料・プ
ロセスコース」「合成化学コース」「生命工学コー
ス」の３コースに分かれて専門教育を受けるよう
になります。今年度で統合して６年目を迎え、化
学生命系学科として入学した学生も今では博士前
期課程２年生となり、来春には改組した学科から
の初めての修士卒学生が社会へと飛び立っていき
ます。ここ1、2年は就職活動スケジュールの変
更に振り回されて来ましたが、幸いにも今年度の

就職状況は非常に好調で多くの学生が希望する企
業へ就職している印象です。
　学部教育においては、平成28年４月から全国
に先駆けて「60分・クォーター制」を導入するこ
ととなり、学生は120分講義を15回受講して２単
位となることで講義の充実度は増しています。一
方で教員の負担は純増していますが、60分講義
をして10分の休憩を挟んで２コマ講義を行うと
いった今までとは違ったリズムは、学生の集中力
の持続時間を考えると良い効果も引き出されてい
ると感じます。ただし、ここに至るまでのカリ
キュラム調整には、副学部長を務める菅誠治教授
や教務委員長であった藤井達生教授を初めとして
非常に大変な労力がかかっています。
　一方、大学院は平成27年４月に化学生命工学
専攻が改組され、応用化学専攻と生命医用工学専
攻の２専攻となりました。それぞれの専門性を習
得した優秀な人材を輩出するべく教育および研究
に励んでいます。岡山大学では、文部科学省から
スーパーグローバルユニバーシティやリサーチユ
ニバーシティとして認定されたことにより、さら
なる海外派遣や受入の促進、国際的な研究大学と
してのランクアップが求められており、本学科と
してもこれまで以上に論文発表や外部資金獲得な
どでの研究の質の向上を目指して鋭意努力してい
るところです。また、1986年に工業化学科を卒
業され、現在はペプチドドリーム株式会社を立ち
上げてご活躍されておられる東京大学先端科学技
術研究センター菅裕明教授からは多大なご寄附を
頂き、平成27年度より博士後期課程への進学希
望者に奨学金を支給する制度がスタートしまし
た。博士後期課程への進学希望者を経済的にサ
ポートする魅力的な制度となっています。この場
を借りて御礼申しあげます。
　このように本学科では、大学を取り巻く環境の
変化に対応して、学科構成やカリキュラムも変化
させているところですが、創成期から培われてき
た理念や雰囲気は受け継いでいきたいと考えてい
ます。秋にはスーパーグローバルホームカミング
デイも予定されていますので、本学科にお立ち寄
り頂ける際には、これまで本学科を牽引されてこ
られた先輩諸氏からの視点で、是非ともご指導ご
鞭撻頂けましたら幸いに存じます。末筆ではござ
いますが、同窓会員の皆様方のご健康とますます
のご発展を学科教職員一同お祈り申し上げます。
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2016年度　工学部同窓会報告会・懇親会のご案内

　　岡山大学工学部同窓会では、昨年に続き、本年10月22日（土）に｢工学部同窓会報告会｣と
｢懇親会｣を計画しています。当日は、岡山大学スーパーグローバルホームカミングデイのいろ
いろな行事、工学部研究室開放等も企画されています。スーパーグローバルホームカミングデ
イとは「岡山大学の同窓生および教職員ＯＢに、再び岡山大学に足を運んでいただき、大学の
近況に触れ、恩師や同窓会、在学生、教職員との交流を深めていただくイベント」です。同窓
生ＯＢが主要なゲストです。懐かしい岡山大学の変貌をぜひご覧ください。詳細は工学部と工
学部同窓会ホームページを参照ください。この機会に会員相互の懇親を深め、同窓会への一層
のご理解を戴ければ幸いです。皆様の奮ってのご参加をお待ちしています。

工学部同窓会報告会

日　時：2016年10月22日（土）、 15：30－16：30 （受付開始： 15：00）
場　所：岡山大学工学部１号館１番教室（本館１階）
１） 工学部同窓会の活動と課題について（工学部同窓会代表幹事、他）
　　支部活動（関東、関西、岡山）についてもご報告いたします。
２）工学部の最近の活動について（工学部副学部長）
３）大学院自然科学研究科の現状について（大学院自然科学研究科副研究科長）
４）意見交換

工学部同窓会懇親会（17：00－18：30； 受付開始 16：30）

　同窓生と工学部現旧教員を交えた懇親の時をもち、いろいろな情報交換や旧交を温める機会とし
たいと思います。気軽に参加して下さい。
場　　所：南福利施設（ピーチユニオン４階）
懇親会費：2,000円（含アルコール：工学部同窓会報告会受付にてお支払いください）

なお、準備の都合上、懇親会参加希望者は10月７日（水）までに同窓会事務局（ofst@okayama-u.
ac.jp） まで、学科、卒業年、氏名等をご連絡下さい。また、ご質問等も事務局へご連絡下さい。

化学系同窓会(工化会)、生物機能工学同窓会 合同総会開催のご案内

日　時：2016年10月22日（土）、14：00－15：00（受付開始： 13：30）
場　所：岡山大学工学部１号館 第２講義室（本館１階）
議　題：化学生命系学科同窓会（仮称）の設立について

同窓生の皆さま方のご参加をお待ちしております。

スーパーグローバルホームカミングデイ

2015 年度　工学部同窓会報告会 (2015.10.17) 　 懇親会（ピーチユニオン）
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2015年度　工学部学科同窓会活動報告

岡山大学ホームカミングデイでの報告 2015.10.17

機械システム系学科同窓会

電気通信系学科同窓会

情報系学科同窓会

化学系学科同窓会、生物機能工学科同窓会
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職　場　紹　介

三菱電機株式会社 福山製作所
スマートメーター製造部
スマートメーター品質保証課 スマートメーター品証係

谷道　あゆみ　　
平成24年3月自然科学研究科　電子情報システム工学専攻修了

私は2006年に岡山大
学工学部通信ネットワー
ク工学科に入学し、その
後大学院自然科学研究科
電子情報システム工学専
攻へ進学・修了した後、
2012年に三菱電機株式会

社（以下、三菱電機）へ入社しました。
　私が勤務している三菱電機は1921年に創業して
おり、東京オリンピックが開催される2020年に創
業100周年を迎える歴史を持った会社です。事業
分野は多岐に渡っており「家電から宇宙まで」と
言われるように民生用家電製品から気象衛星の開
発から設計まで幅広い分野のものづくりで社会を
根底から支えている総合家電メーカーです。
　私は三菱電機福山製作所（広島県福山市）のス
マートメーター製造部スマートメーター品質保証
課に所属しています。福山製作所では遮断器や計
測制御機器、電力量計、燃料ポンプの開発及び製
造を行っています。スマートメーター製造部は
2015年に新設された部署であり、今後の福山製作
所の主要事業となる製品です。三菱電機は全体と
して大学時代に電気を専攻していた技術者が多数
を占めていますが、機械分野や材料工学等、多分
野の技術者が集まりさまざまな視点で製品の生産
活動を行っています。
　スマートメーター品質保証課ではスマートメー
ターや電子式電力量計の品質保証業務を担当して
おり、新製品の開発評価から、量産ラインでの品
質確保及び市場出荷後の顧客対応等、幅広い業務
を行っています。スマートメーターとは従来の電
子式電力量計に通信機能や開閉機能を負荷した電
子式電力量計のことで、30分毎の電力量が取得可

能といった特徴を持っています。主に電力会社向
けに納入していますが、一部市販向けとして高圧
一括受電マンション向けにも納入しています。本
格量産が2014年から開始されましたが、すでに
100万台を超えるスマートメーターを出荷してい
ます。
　私のこれまでの仕事の経歴としては、入社後に
約２ヶ月間新入社員研修を受けた後、現在の部署
にてOJT（On-the-job Training）の中でスマー
トメーターの品質保証業務に従事し、品質保証部
門での仕事のやり方を学んできました。現在も同
部署にて主に製造工程内の品質担保に関する業務
に従事しています。
　スマートメーターをはじめとする電力量計は需
要家のお宅（屋外）に10年間設置されるものであ
り、また電気料金の取引に使用されるため高精度
の電力計測が要求されています。見た目は箱型で
電気使用量が表示されているだけですが、中身は
多数の電子部品や構造部品で構成されています。
製品の品質は掛け算であり、ひとつでも要求品質
を満たさない部品があると、製品としてお客様が
要求される品質を満足することができなくなりま
す。生産前のメーカー選定から、実際に工場監査
として現場へ出向き品質指導を行うこともありま
す。量産後の品質状況の確認も行いますので、デ
スクワークだけでなくまずは製造現場で現物を確
認するよう心がけています。
　これから就職される方々へのメッセージです
が、皆様が普段目にする完成品である最終製品だ
けでなく、製造過程やそれを支えている仕事につ
いて創造しながら就職先や業種を探すことをお勧
めします。
　最後になりましたが、三菱電機にご関心をお持
ちいただけた方々とお会いできる日を楽しみにし
ております。
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オークマ株式会社
研究開発部

曽我部　英介　　
平成24年3月自然科学研究科　機械システム工学専攻修了

　私は2012年４月にオー
クマ株式会社（以下、
オークマと称す）に入社
し、研究開発部で工作機
械の高精度化に関する業
務を行っています。
　オークマは工作機械を

製造・販売している会社で、100年を超える歴史
をもつ老舗メーカです。工作機械とは金属などの
素材を所定の形状に刃物で加工し、世の中の様々
な部品を作る機械であり、機械を作る機械「マ
ザーマシン」ともいわれています。私たちが日頃
何気なく乗っている車や航空機の部品をはじめ、
カメラなどの精密部品まで工作機械で加工してい
ます。大きいものから小さい精密なものまで、多
種多用な部品を加工するため、工作機械には１μm
（髪の毛の100分の１）以下で刃物を正確に動かす
高い精度が必要です。
　私の業務では、工作機械で必要な精度を脅か
す１つの要因である構造体の熱変位を対象とし
ており、それを抑制する技術開発を行っていま
す。工作機械の構造体は主に鋳物を使用していま
すが、鋳物の線膨張係数は10.5×10-６/℃であり、
100mmで温度が１℃変わると１μmの熱変位が生
じます。工作機械が使用される工場では室温が１
日で８℃変わる場合もあり、様々な環境でも熱変
位を安定させる技術が差別化につながります。
　実業務では様々な環境でも工作機械の熱変位
を安定させる構造体の形状や熱変位補償方法を
理論的に検討し、実機で確認、製品適用という
アプローチで開発を行っています。研究開発
では問題解決などで使用するPDCAサイクル
（Plan⇒Do⇒Check⇒Act i on）だけでなく、
まずSee（現象把握）⇒Think（理論構築）を
しっかり行うことが重要であり、それを身につけ
るために日々精進しています。学生の方々は日常
でみる物の動きや研究中に起きた現象をしっかり

見て（See）、数式で整理してみて下さい（Think）。
意外と「そういうことだったの？」とか「面白
い！」と感じることがあると思います。その経験
は技術者として、今後大きな糧になります。
　最後に、これから就職活動をされる方々へメッ
セージがあります。自分がやりたいこと（漠然と
してもよい）を考え、それを達成できる就職先を
選択していただければと思います。私の場合、学
生時代に工作機械のＡＴＣ（自動工具交換装置）
の動作や高速加工を見て、純粋に「凄い！」と思
い、工作機械に関わる仕事に就きたいと思いまし
た。その後、大学院で加工に関する研究をしなが
ら、よりよい工作機械をつくり、世界の生産を変
えたいと考え、オークマに入社しました。就職活
動される方々も、一度自分自身を見つめ直し、や
りたいことを考えてみると、就職試験の面接で
も、ありのままの言葉で想いを伝えることができ
ると考えます。もし、オークマに入社することに
なれば、共によりよい工作機械を目指して技術開
発していきましょう。
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 工学部同窓会岡山支部活動報告 岡山支部　支部長　酒井　貴志

　2014年８月30日に、工学部同窓会岡山支部が設立され、
ほぼ２年が経過しました。岡山地区とその周辺を中心と
したＯＢの方々を対象にご案内を送り活動してきました
が、研究室や学科を超えての友人を作り、交流を深める
良い機会となっています。支部の活動目的は、主として
（１）親睦、（２）地域、企業、社会への貢献、（３）工学
部の活動支援としていますが、支部としての組織づくり
と活動が少しずつ形になってきたところです。
　2015年の会報以降の主要な活動は、（１）岡山支部総会・
ＯＢ講演会・懇親会の開催（H27年８月10日）、（２）岡山
支部同窓会員の人材活用を進める上での名簿整備と人材
バンクへの登録勧誘、（３）月例の幹事会、親睦会の開催、
（４）H27年度工学部・経済学部共同企画の講義「実践コ
ミュニケーション論」への講師派遣、（５）岡山大学ホー
ムカミングデイへの参加、協力（10月17日）、（６）忘年
会（12月21日）、（７）機械工学系３年生へのＯＢ講演（H28
年２月10日）（８）H28年度経済学部「ものつくり経営論」
講座への講師派遣、（９）岡山支部園遊会（後楽園）・親
睦会の開催（４月28日）、（10）月刊のメールマガジンの
発行などが挙げられます。（４）の講義は、28年度も計画
されています。これらに並行して、支部ホームページの
充実も図られていますのでぜひとも訪問して下さい（HP：
https：//okayama-u .sakura .ne . jp/home/, パスワー
ド：okada ieng）。上記、支部総会でのＯＢ講演会では、
大久保浩司氏（元大手商社勤務、機械工学科、昭和39年卒）
に、「アラブの話題――チュニジア・これからのイスラム
――」との演題で体験に基づいた講演をして頂き、大変
好評を得ました。今後もこうした企画で、良い刺激を受
けたいと思います。
　平成28年度支部総会は、来る９月３日（土）13：30から岡
山大学工学部１号館一階大会議室での開催が予定されてお
り、ＯＢ講演会は、平成27年秋の叙勲・褒章において旭日双
光章（弁理士業務功労）を授章された板谷康夫氏（電気工
学科、昭和43年卒）にお願いしています（本会報での紹介記
事参照）。また、同日16時から、ピーチユニオン４階で懇親会
がありますので、支部内外の皆様の奮ってのご参加をお待ち
しています（詳細ＨＰ）。支部会員の方々には改めてご案内い
たします。
　以上のように、岡山支部は活動を踏み出したところですが、
今後、皆様からの一層幅広いご賛同が得られる支部にしてい
きたいと思っていますので、ご支援よろしくお願い致します。

H27 年８月 29日　講演会　大久保浩司氏

H27年８月 29日　懇親会、ピーチユニオンにて

総会・講演会後、工学部玄関前にて

H28年４月 28日　園遊会、岡山後楽園にて
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工学部同窓会岡山支部総会・OB講演会・懇親会のご案内

総会日時：2016年９月３日（土）、13：30－16：00（受付開始： 13：00）
場　　所：岡山大学工学部大会議室（工学部１号館１階）
議　　題：活動報告、会計報告、役員改選
ＯＢ講演会： 講演者　板谷 康夫 氏
　　　　　　　　　（ 昭和43年電気工学科卒、平成27年秋：旭日双光章(弁理士業務功労)授章、本会報に紹介記事あり）
　　　　　題　目　「特許それは事業経営そのもの」
　　　　　要　旨　 「事業が特許などの知的財産権は、事業経営の強みをバックアップするための武器であ

ることを頭では分かっていても、それを実践している事業経営者はそんなに多くない。
我が国は、IT技術の革新により、部品の汎用化、ブラックボックス化、経済のグロー
バル化が進んだ結果、最先端技術はガラパゴス化し、アジアや欧米企業の後塵を拝する
ようになった。多くの事業体での知財戦略が、後進に対して武器となり得るものになっ
ていなかったのか、知財戦略の有り方を考察したい。」

　　　　　　　　　弁理士業務内容に留まらず、歩んでこられた人生を幅広く語っていただきます。
懇 親 会：総会後 16：00－18：00　岡山大学生協レストラン ピーチユニオン４階
会　　費：3,000円（アルコール付、当日集金）

　岡山地区に限らず、同窓生皆様のご参加を歓迎します。参加のご連絡は、８月22日までに、メール（工学部
同窓会事務局：ofst@okayama-u .ac . jp）又は、別送の「はがき」にてお願いします。

工学部同窓会関西支部活動報告 関西支部　支部長　真鍋 健次 （電気６期）

　岡山大学工学部同窓会関西支部は一昨年10
月の設立総会を開催以来、昨年度末までに７
回の支部同窓会を開催しました。
　昨年度は、６月に兵庫県で初めての同窓会
を宝塚市で開催し、29名の参加者がありまし
た。７月７日に関西支部総会を大阪駅前で、
岡山大学法・文・経済学部同窓会大阪支部と
合同で開催し、工学部同窓会から17名が参加
しました。
　その後、昨年11月28日に大阪府池田市で忘
年懇親会を行い、その席上で関西支部長が決定しました。また、昭和43年電気工学科卒業の板谷康夫氏から
「旭日双光章」の叙勲・褒章を受けたとの報告がありましたので、今年３月12日に板谷氏の報告会を兼ねて、
大阪市内で新春懇親会を開催しました。
　設立総会から７度の同窓会開催で、延出席者は130名を越えました。そこで、今年度は平成28年７月２日
（土）に大阪市内のエル・おおさか（大阪府立労働センター）で、岡山大学工学部同窓会関西支部総会を単
独で開催の予定です。
　本同窓会活動により、各期各学科の卒業生の旧交を温めるとともに、地域の活性化、異業種交流や自己啓
発などへの発展を期待しています。
　工学部同窓会関西支部の活動状況は、岡山大学工学部同窓会のHPにも掲載しています。関西支部につい
ての問合せは、次のアドレスにお願いします。

連絡先　難波　義久（機械４期）y.namba＠gaia . eonet .ne . jp
　　　　村上　有司（工化７期）nxkt62448＠nike .eonet .ne . jp 
　　　　大賀　　享（生機10期）ohga＠nor i tz . co . jp 
　　　　本郷　　徹（合化３期）t.hongo＠hera .eonet .ne . jp 
　　　　大森　　勝（電気２期）momor i takatsuk i0822＠gmai l . com

忘年懇親会 （2015.11.28）
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工学部同窓会関東支部活動報告 関東支部　支部長　笹川廣太郎

　はじめまして。笹川廣太郎と申します。
　生産機械工学科を昭和50年３月に卒業しました。
　数年前から関東支部の会合に参加したのがきっかけで今回、支部長（幹事）を
　昭和39年工業化学科卒　坂東靖夫様、
　昭和40年工業化学科卒　藤澤芳朗様、
　昭和42年電気工学科卒　原田正憲様、他から
　引き継ぎました。同じく、電子工学科を昭和50年３月卒業の向鶴隆さん、情報工学科を平成８年３月卒業
の木之下浩二さんと３名で幹事団として今後活動させていただきます。
　組織運営もまだ理解しきれていませんが、よろしくご指導・ご支援のほどお願い申し上げます。
　前幹事の先輩諸兄の皆様はたいへん母校愛が強く、その情熱をなんとか次世代に引き継がねばとの思いです。
　さて、私たちが岡山大学で学び社会人として活動始めた高度成長期を経て1989年をピークにバブル経済が
崩壊し低成長、デフレの時代が長期にわたり日本の社会は低迷しています。
　アベノミクス効果で経済も浮上しつつあるようですが、グローバルではデフレ傾向であり、さらに、ポス
ト・ポスト冷戦のパワーポリティクスがますます世界を混迷化しています。
　そのような状況下、グローバルな競争社会で日本がふたたび繁栄するにはイノベーションが不可欠です。
　イノベーションは業際の連携に多くのヒントがありそうです。
　いつのまにか国立大学も民営化され、付加価値を生まない組織団体は淘汰されるでしょう。
　優秀な学生がグローバル環境下で集まり最先端の研究と社会への貢献が出来なければ大学の価値は低下し
大学間の競争で統廃合され、我々の学び舎、岡山大学も消滅するかもしれません。
　良き伝統と文化を次世代に継承し、素晴らしい人材が集まり、民・官・学が連携し、多くの産業でイノベー
ションが育つ活気あふれる大学として岡山大学が著名になる事が不可欠です。
　今後は総合大学も資金力が極めて重要になります。
　そのためには私たち卒業生による岡山大学Alumni（全学同窓会）への参加意識と応援・声援が重要ですね。
　日々の仕事で超多忙な卒業生にとっても母校が社会的に発展することは様々な効果と付加価値が得られる
と信じています。
　あらゆる機会を通して岡山大学Alumniという組織を宣伝できればと思います。
　今年も７月に全学同窓会が開催予定ですが工学部同窓会幹事の皆様を支えて頑張ります。

平成27年秋の叙勲・褒章を授章して 昭和43年岡山大学工学部電気工学科卒　板谷　康夫

　平成27年秋の叙勲・褒章において旭日双光章（弁理士業務功労）を授章し、身に余る光栄でございます。こ
れも偏に関係者のご指導ご支援の賜物と感謝申し上げます。また、多くの皆様から祝意を賜り、感激致しました。
　私は、岡山大学卒業後、就職した企業（パナソニック株式会社）において
志願した知財部門で仕事を始めて以来、企業と特許事務所での知財一筋で過
ごしました。企業勤務時代に弁理士資格を取得し、その後、企業を退職し、
特許事務所を設立し、現在に至っています。その間、仕事の傍ら、日本弁理
士会の常議員、副会長、各種委員会委員等や、日本弁理士会近畿支部の支部
長等を歴任する機会が与えられました。また、各種講演会の講師や、大学で
の講師（知財授業）等も務めてまいりました。
　少しでも社会のため、人のため、になればとの思いで、いつも楽しみながら、
各種活動を進めてまいりました。いろいろな分野で多くの方が社会一般のため
に奉仕し、貢献することが、我が国の産業・文化の発展に繋がるのではない
かと思います。今後は後進の育成に少しでも貢献できればと思っています。
　以上、授章のご報告とさせて戴きます。
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［新任教員の紹介］
○ 27年 10月１日付け就任
　・ 大学院自然科学研究科（工）（電気通信系学科）

  JST さきがけ専任研究員

 東京工業大学応用セラミックス研究所特別研究員

助　教　羽　田　真　毅

○ 27年 10月 16日付け就任
　・ 大学院自然科学研究科（工）（電気通信系学科）

 神戸大学工学研究科　助教

准教授　栗　林　　　稔

○ 27年 12月１日付け就任
　・ 大学院自然科学研究科（工）（機械システム系学科）

 東京農工大学工学部　助教

講　師　中　村　幸　紀

○ 28年３月１日付け就任
　・ 大学院自然科学研究科（工）（電気通信系学科）

 大阪大学核物理研究センター　特任助教

准教授　植　田　浩　史

○ 28年４月１日付け就任
　・ 大学院自然科学研究科（工）（化学生命系学科）

 東京大学生産技術研究所　特任研究員

助　教　渡　邉　貴　一

　・ 大学院自然科学研究科（工）（電気通信系学科）

 日本電信電話株式会社NTT未来ねっと研究所　部長

教　授　上　原　一　浩

　・ 大学院自然科学研究科（工）（機械システム系学科）
 東北大学金属材料研究所　研究員

助　教　李　　　允　碩

　・ 大学院自然科学研究科（工）（機械システム系学科）

 日本学術振興会特別研究員

助　教　﨑　山　朋　子

　・ 大学院自然科学研究科（工）（機械システム系学科）

  九州大学カーボンニュートラル・エネルギー国際研

究所熱科学研究部門　学術研究員

助　教　山　田　　　寛

［昇任教員の紹介］
○ 28年４月１日付け昇任
　・ 大学院自然科学研究科（工）（機械システム系学科）

 大学院自然科学研究科（工）准教授

教授　大　橋　一　仁

［定年、転出、退職教職員の紹介］
○ 28年３月 31日付け退職
　・ 大学院自然科学研究科（工）（機械システム系学科）

准教授　皿　井　孝　明

　・ 大学院自然科学研究科（工）（化学生命系学科）

 岡山理科大学工学部　教授

准教授　押　谷　　　潤

　・ 大学院自然科学研究科（工）（電気通信系学科）

 教　授　秦　　　正　治

　・ 大学院自然科学研究科（工）（化学生命系学科）

 同志社大学理工学部　准教授

助　教　吉　田　幹　生

　・  大学院自然科学研究科（工）（機械システム系学科）

 川崎医療短期大学　放射線技術科　准教授

助　教　矢　納　　　陽

○ 28年５月 31日付け退職
　・ 大学院自然科学研究科（工）（機械システム系学科）

 教　授　山　﨑　謙　治
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寄附者一覧

機械工学科
 昭和 39 新　居　　　哲
   大久保　浩　司
   中　井　　　孝
   松　林　義　信
  40 荒　木　基　治
   鈴　木　紘　行
   沼　田　昭　雄
  41 近　藤　正　人
   大　谷　昌　隆
  42 大　野　俊　彦
   佐　藤　　　修
   難　波　義　久
   光　岡　尚　一
   三　宅　則　夫
   渡　辺　　　晃
  43 坪　井　　　武
   服　部　憲　駿
  44 大　野　啓　爾
   小　西　和　成
   清　水　秀　雄
   田　渕　克　彦
   宮　崎　　　進
  45 杉　　　拓　夫
  46 江　原　克　己
   佐　藤　正　明
   二　宮　俊　明
   藤　原　武　則
   藤　森　文　雄
   三　宅　三千彦
  47 唯　岡　和　夫
   山　本　準　一
  48 木　梨　育　男
   芝　川　重　博
   杉　井　睦　保
   仲　田　信　一
  50 柳　川　喜　一
   渡　会　悦　義
  51 三　輪　誠二郎
   山　上　　　哲
  52 大　賀　寿　夫
   加　納　幸　久
  54 樋　口　　　禎
  57 池　本　秀　紀
  61 立　石　康　司
 平成 3 池　田　吉　隆
   植　木　　　太
  4 天　田　正　秀
  6 大　野　　　勇
   田　方　篤　志
   宮　井　純　一
  7 近　藤　政　明
   水　野　義　教
  8 田　代　浩　之
   美濃島　正　佳
  14 玉　木　　　信
  18 正　月　宏　明
  22 三分一　永　治
  26 中　村　光　佑
  27 川　田　純　也
   島　村　大　文
生産機械工学科
 昭和 44 笠　原　伸　一
  45 逸　見　正　治
  47 芦　田　和　夫
   木　原　道　郎
   小　坂　澄　夫
   永　井　　　誠
   西　尾　照　常
  48 山　本　一　満
  50 笹　川　廣太郎
   津　田　弘　文
   中　込　　　徹
   中　村　辰　美

  52 大　賀　　　亨
   佐　藤　信　彦
   砂　川　芳　毅
   中　原　富二雄
   水　野　雅　夫
  54 中　島　　　寛
  55 廣　田　千　秋
  56 片　岡　郁　雄
  57 宮　武　　　勤
  61 石　川　克　俊
   小　段　周　久
  63 山　本　茂　和
応用機械工学科
 昭和 58 藤　原　貴　典
  63 尾　崎　公　一
 平成 2 今　岡　美　博
大学院　修士　機械工学専攻
 昭和 52 内　藤　俊　一
  56 山　浦　　　泉
大学院　生産機械工学専攻
 昭和 48 寺　岡　一　夫
大学院　博　生産開発科学専攻
 平成 3 下　村　孝　夫
電気工学科
 昭和 41 成　広　　　徹
   乗　兼　和　宏
  42 加　藤　珪　一
   北　村　士　守
  43 網　島　宣　武
   伊　賀　　　淳
   板　谷　康　夫
  44 阿　部　眞　一
   井　上　　　浩
   岡　田　　　実
   河　内　　　実
  46 石　井　省　三
   橋　本　豊　雄
   土　師　　　務
   横　田　吉　雄
  47 石　井　良　一
   伊　藤　義　孝
   中　川　　　哲
  48 山　本　邦　男
  50 寺　田　　　翌
  51 小　野　　　誠
  53 勝　山　佳　明
   諏　訪　　　守
   寺　尾　　　章
   前　田　康　雄
  54 木　村　雅　彦
  56 伊　藤　　　整
   居　安　正　勝
   荻　野　幸　作
   倉　橋　　　浩
  60 栗　原　真　一
  63 坂　口　昌　也
電子工学科
 昭和 47 大　月　　　修
   三　宅　正　保
  48 中　川　健　一
  49 為　房　　　茂
  51 常　広　隆　司
   松　林　聖　一
   山　下　隆　雄
  52 神　田　重　人
   松　宮　　　功
  53 黒　岩　雅　夫
   児　玉　信　一
  55 杉　山　　　肇
  60 竹　内　順　一
   中　尾　直　樹
 平成 2 塚　本　和　宏

電気電子工学科
 平成 3 田　井　政　博
  5 竹　野　保　憲
  6 西　谷　克　巳
  7 浮　田　英　樹
  9 岡　田　武　典
  10 越　智　元　隆
  11 野　﨑　昌　宏
  14 稲　垣　登司夫
   福　田　竜　也
  18 前　野　良　太
  23 勝　島　雄　治
  27 加　藤　大　輝
大学院（博）　知能開発科学専攻
 平成 9 帆　足　孝　文
大学院　電子工学専攻
 昭和 56 高　田　　　巧
工業化学科
 昭和 39 須　藤　　　尚
   冨　永　昌　和
   松　林　　　宏
   三　宅　一　雄
  40 奥　村　　　稔
   坪　井　貞　夫
   畑　本　　　一
   藤　澤　芳　朗
   安　井　茂　男
  42 太　田　傀　一
   澤　　　洋　征
  43 赤　井　　　浩
   椿　　　一　夫
   藤　原　正　彦
  44 岸　本　一　志
  45 尾　坂　昭　義
  46 井　口　　　勉
   玉　田　三　山
   鳥　居　　　勝
   中　村　一　生
  47 日下部　正　良
  49 小　田　耕　平
   作　本　博　則
  50 佐　藤　隆　志
  52 上　田　吉　徳
   渡　部　一　朗
  53 山　本　幸　市
  55 浦　瀬　　　功
  56 植　木　清　介
   森　　　昭　三
  57 越　智　茂　文
   檀　上　由　造
  58 津　崎　昌　夫
   福　田　　　智
  61 東　方　泰　憲
 平成 元 上　田　幸　治
合成化学
 昭和 45 鎌　木　史　朗
   酒　井　貴　志
   吉　川　誠　一
  46 松　木　純　生
  47 大　本　　　実
   河　本　徹　夫
   渡　辺　純　男
  48 谷　地　秀　則
   片　山　光　男
   名木田　正　男
  49 生　田　福　郎
   池　田　正　人
  50 北　島　康　夫
   山　根　英　利
  51 嶋　田　　　寛
  53 阿　部　俊　二
   小　島　　　淳
  55 大　坪　　　進
  56 奥　村　美　明

  56 人　見　隆　典
   三　宅　誠　治
  57 山　木　健　男
  59 山　本　眞　則
  61 牧　野　　　功
  62 大河内　直　登
 平成 2 阪　本　康　宏
   福　寿　　　厚
   森　　　浩　一
精密応用化学科
 平成 4 淺　原　雅　浩
   重　岡　俊　昭
  5 小　池　一　栄
   宮　崎　修　暢
  6 徐　　　光　亜
  7 原　口　　　敦
   原　口　　　敦
  14 泉　　　好　古
  15 大　岡　加代子
物質応用化学科
 平成 16 尾　中　政　憲
  18 野　村　健　治
  25 徳　永　あやか
情報工学科
 平成 3 大　西　　　淳
   藤　塚　謙次郎
  10 軒　原　　　翼
  11 松　田　耕　一
  12 松　本　匡　哉
  17 野　村　裕　佑
  24 野　田　祐　美
生物応用工学科
 平成 4 山　田　明日香
  7 林　　　真　司
生体機能応用工学科
 平成 7 中　山　清　貴
生物機能工学科
 平成 12 佐古さや香（田尻）
  14 山　崎　眞　文
  20 小　沢　賢　司
   遠　部　圭　祐
   正　岡　伸　孝
  21 櫃　田　　　隆
  23 佐々木　邦　江
通信ネットワーク工学科
 平成 20 春　國　達　也
  21 板　谷　嘉那子
   楠田（柳）枝里佳
大学院（博後）　通信ネットワーク専攻
 平成 26 大　隈　淑　弘
システム工学科
 平成 12 小　林　　　剛
  15 岡　崎　　　聡
  22 大　西　創　右
  27 榊　原　　　俊
大学院　博前　機械システム工学専攻
 平成 26 浅　原　昴　範
旧職員
   小　長　哲　郎
   宮　崎　茂　次
   本　田　博　司
   上　浦　洋　一
   飛　田　守　孝
   和　田　　　力
   大　岸　真　爾
   高　橋　照　男
   野　木　茂　次
   金　谷　健　一
   東　辻　浩　夫
   岡　本　卓　爾
   古　賀　隆　治

　工学部同窓会会員の皆様から御寄附いただきました。御協力ありがとうございました。なお、匿名希望の方に
つきましては、御名前を載せておりません。

工学部同窓会へのご寄付のお願いとお礼
　工学部同窓会会員の皆様には、毎年の同窓会報において「ご寄付のお願い」をさせていただいております。それに対して平成
27年度は約760口（一口1,000円）のご寄付を頂いており、多大なご支援に厚くお礼申し上げます。特に、ご退職された多くの先生
方からもご寄付頂き、ありがとうございました。ご寄付者名を、感謝して名簿として掲載させていただいています。この寄付金は、
平成26年度決算書にある通り、同窓会の財源に大きなウエートを占めております。増加する会員に対して、新入生からの入会費は
一定なので、必然的に財政的に難しくなってきています。同窓会の存在意義は大きくなっていると思いますが、今後は、皆様から
のご理解とご支援を寄付金として戴けるように、同窓会を活発に、役に立つものにしてまいりたいと思っています。出費多端の折、
大変恐縮ですが、今後ともご支援をよろしくお願い申し上げます。 工学部同窓会代表幹事　酒井 貴志
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 同窓会会計報告（平成27年度）

収 支 計 算 書一 般 会 計
平成27年４月１日から平成28年３月31日まで （単位：円）

科　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 備　　　考
Ⅰ．収入の部  
1.入会金収入 会 費 収 入 3,040,000 4,029,370 △989,370      　   @10,000×397名

     　   @9,870×３名403名
    @9,920×３名

2.寄附金収入 寄 附 金 収 入 813,000 715,440 97,560 405人、759口
3.雑　収　入 受 取 利 息 100,000 115,661 △15,661 普通、郵貯、有価証券

同窓会名簿代 0 5,000 △5,000 1冊
雑 収 入 0 0 0 　

当 期 収 入 合 計A 3,953,000 4,865,471 △912,471 　
前 期 繰 越 収 支 差 額 6,457,925 6,457,925 0
収 入 合 計B 10,410,925 11,323,396 △912,471 　

Ⅱ．支出の部
1.事　業　費 3,161,000 2,917,647 243,353 　

通 信 運 搬 費 1,012,000 964,024 47,976 会報郵送料外
会　 議　 費 200,000 74,156 125,844 学科連絡委員会外
旅 費 交 通 費 100,000 90,960 9,040 関東支部同窓会
印 刷 製 本 費 1,319,000 1,261,596 57,404 会報印刷代外
消 耗 品 費 10,000 9,945 55 用紙外
助 成 金 支 出 450,000 455,886 △5,886 関西支部同窓会外
同窓会活性化経費 60,000 60,000 0 ホームページ作成
雑 　 　 費 10,000 1,080 8,920 振込手数料

2.学科事業費 1,737,000 732,000 1,005,000 　
学科配分会費 1,737,000 732,000 1,005,000 244名　＠3,000

3.管　理　費 400,000 400,000 0 　
業 務 委 託 費 400,000 400,000 0 （公財）岡山工学振興会

当 期 支 出 合 計C 5,298,000 4,049,647 1,248,353 　
当 期 収 支 差 額A－C △1,345,000 815,824 △2,160,824 　
次 期 繰 越 収 支 差 額B－C 5,112,925 7,273,749 △2,160,824 　

収 支 計 算 書基金特別会計
平成27年４月１日から平成28年３月31日まで （単位：円）

科　　　目 決　算　額 備　　　考
Ⅰ．収入の部
1.雑　収　入 受 取 利 息 144,024 有価証券
当 期 収 入 合 計A 144,024
前 期 繰 越 収 支 差 額 2,865,805
収 入 合 計B 3,009,829
当 期 支 出 合 計C 0
当 期 収 支 差 額A－C 144,024
次 期 繰 越 収 支 差 額B－C 3,009,829

⎧
⎨
⎩
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　今朝、週間天気予報を見ると明日から１週間雨の予報でした。今年は６月４日の梅雨入り以
降雨が降る日が多いですが、まだ暫く梅雨らしい天気が続くようです。私の学生時代は、前期は７月10日頃、つまり梅雨明け
の頃から夏休みに入っていました。今では、講義室にはエアコンも完備され７月末まで講義を継続するようになりました。しか
し、例え冷房を入れても人口密度の高い講義室は蒸し暑く、夏季の講義や実験は学生にとっても教員にとっても体力が必要で
す。今夏は気温が高いとの予報が出ていますが、本会報が発行される頃には猛暑中の講義も終わり、学生は解放感に浸り、教
員はお盆までに用務を片付けるべく成績処理等に追われていることと思います。
　さて、工学部同窓会報28号の編集も無事終わり発行の運びとなりました。ご多忙のなかご寄稿頂いた皆さま、編集作業にご
尽力頂いた同窓会事務局の皆さまに厚く御礼申し上げます。各学科からの活動報告にもありますように、工学部同窓会は毎年
いくつかのイベントや活動を行っています。例えば、学科卒業生と現役学生の交流会を開催し、学生と卒業、学生と企業を橋
渡しする役割を積極的に担うべく活動をしています。ご存知のとおり、経団連による採用開始時期の変更や昨今の雇用環境の
変化もあり、学生にとって就職活動の負荷が大きくなっています。また、企業にとっても採用活動の難しさが増加しているの
ではないかと思います。同窓会としましては、学生が様々な職業を知り将来の可能性を広げられる機会を提供したいと考えて
います。併せて、卒業生同士の繋がりを広げる活動もさらに充実させたいと考えています。同窓会員の皆さまには、これまで
同窓会の各種活動に対し多くのご理解とご協力を賜りありがとうございます。今後とも引き続きご理解とご協力の程、よろし
くお願い申し上げます。

学内代表幹事　五百旗頭健吾（電気通信系学科）

工学部同窓会ではホームページを通じてみなさまにいろいろな情報をおとどけします。
ホームページを充実させるためにみなさまからの情報を募集しています。是非ご協力下さい。

例えばこんな情報を募集しています。
・同期会、研究室同窓会、など行事のお知らせ
・みなさまの近況
・同窓生の方がお持ちのホームページ（リンクさせていただきます）
・同窓生による寄稿（エッセイ、旅行記、写真などなんでも構いません）
※なお、情報を提供下さった方には、右写真にあります、「岡山大学グッズ」の中から
　いずれかを進呈します。
ホームページへのご寄稿、ご要望などはofs t@cc .okayama-u .ac . jp宛にお願いします。

同窓会事務局より

支部活動の助成について
　次のとおり支部活動を助成します。幹事、あるいは岡山
工学振興会内・岡山大学工学部同窓会（086－255－8311）へ
御連絡ください。
⑴　 100人程度を超えるような支部が総会、懇親会等の活

動を行う場合に助成する。
⑵　 通信連絡に必要な経費として、小野高速印刷㈱を利用
した場合等の実費額と180円／人・回のいずれか安価な
額を助成する。

⑶　懇親会等の会合に要する経費として50,000円／会を助成する。

同窓会報への寄稿などのお願い
　会員の方 の々寄稿、意見等をお寄せくださいますようお願いします。
●職場報告：600～1200字程度　●会員グループ報告：600～
1200字程度　●最近の研究から：1200字まで（図・表を含む）
●会員短信：800字以内（近況、随想、会員や恩師への祝辞、
思い出等）　●通信：400字以内
　いずれも写真（顔写真あるいは関連写真）を合わせてご
提供ください。
　なお、いずれの寄稿につきましても、編集幹事一同の判
断により、紙面の都合上内容を損なわない範囲で一部を変
更、削除させていただくこと、また極端に内容が不都合で
あるものについては掲載をしないこと、などをさせていた
だくことがありますので御了承をお願いいたします。

工学部同窓会ホームページ　http://www.eng.okayama-u.ac.jp/alumni/index.html

編　集　後　記

寄附のお願い
　工学部同窓会は、皆様のお力添えに支えられ
今日まで活動を行ってまいりました。今後も活
発な同窓会活動を継続するためには財務基盤の
強化が急務であるため、昨年度に引き続き会員
の皆様に寄附のお願いをすることになりました。
寄附は一口1,000円からとさせて頂きますが、ご
都合に応じ何口でも結構でございます。なお、
寄附をお寄せ頂いた会員のお名前、卒業学科（専
攻）、卒業年度を会報に掲載させて頂きます。
　会員の皆様におかれましては、寄附の趣旨に
ご理解を頂き、引き続きご協力を賜りたくお願
い申し上げます。

ご寄附は下記宛でお願いいたします
郵便振替01270-4-5233　岡山大学工学部同窓会

＊ 通信欄にはご住所、お名前、電話番号、卒業
学科（専攻）、卒業年度、会報への氏名掲載の
可否をご記入下さい。
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